




川崎病はその原因が究明できていない現在では,治療研究は,抗炎症と抗血栓の治療の 2つ

にしぼられるといってよい。 

本年度の研究は第 1の研究課題として川崎病の血小板の異常が発病後いつまで持続してい

るかということについて検索をおこなった。第2の研究課題として川崎病の炎症について

研究するために川崎病の血中の neurami-nidase の活性の測定をおこなった。 


